
1 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（四）

本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、二
〇
一
四
年
二
月
）、同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源

氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）
7
紅
葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
」（『
社
会
科
学
』
第

44
巻
第
1
号
、
二
〇
一
四
年
5
月
）
の
続
編
と
し
て
、
13
明
石
香
か
ら
18
松
風

香
ま
で
の
六
つ
の
組
香
の
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
関

わ
る
基
本
的
な
説
明
は
『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、『
同
』
第
43
巻
第
4
号
に
詳
述
し
て
い

る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

　

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

13　

明
石
香
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翻
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秋
の
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の
月
毛
の
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よ
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が
こ
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る
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介
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雲
井
に
か
け
れ
時
の
間
も
見
ん

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
、
客
香
一
包
、
都
合
十
包
拵
へ
、
其
内
一
二
三

各
二
包
充
と
、
客
香
一
包
と
合
せ
て
七
包
を
出
香
と
し
て
」
四
二
ウ 

又

残
一
二
三
各
一
包
を
打
交
、
其
内
よ
り
一
包
取
て
迎
舩
と
名
付
て
直

し
置
く
餘
二
包
は

不
用　
　

。
扨
て
出
香
七
包
、
一
炷
充
焚
出
し
、
七
炷
皆
終
て
香

の
包
紙
を
開
き
、
記
録
の
点
も
添
て
後
に
、
迎
舩
の
一
炷
を
焚
出
す

也
。

一　

出
香
七
包
の
聞
様
は
、
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
札
を
打
べ
し
。
記
録

点
も
、
同
香
二
炷
充
、
上
下
に
て
結
た
る
を
中
り
と
す
る
也
。

一　

七
包
焚
終
り
、
記
録
点
も
添
て
後
に
、
迎
舩
の
一
包
を
焚
出
す
。
初

七
炷
の
内
の
聞
に
合
せ
て
札
を
打
べ
し
。
此
香
聞
違
」
四
三
オ 

た
る
は
、

初
七
包
皆
中
た
り
と
も
点
を
除
け
、
無
点
と
す
る
。
是
大
事
の
一
炷

也
。
考
て
聞
べ
し
。
点
は
、
独
聞
五
点
、
二
人
は
四
点
、
三
人
よ
り

三
点
充
也
。
違
た
る
は
何
人
に
て
も
星
三
つ
充
附
る
。
記
録
に
は
七

炷
の
内
、
同
香
の
出
所
に
よ
つ
て
左
の
名
目
を
朱
に
て
認
る
べ
し
。

 

　

一
二
（
朱
）
宮
ば
し
ら　
　
　

一
三
（
朱
）
し
ら
ぬ
雲
井

 

　

一
四
（
朱
）
琴　
　
　
　
　
　

一
五
（
朱
）
琵
琶

 

　

一
六
（
朱
）
追
風　
　
　
　
　

一
七
（
朱
）
浦
つ
た
へ
」
四
三
ウ

 

　

二
三
（
朱
）
お
か
へ
の
宿や

ど　
　

二
四
（
朱
）
名
残
の
袖

 

　

二
五
（
朱
）
草
の
枕　
　
　
　

二
六
（
朱
）
只
な
ら
ぬ
身

 

　

二
七
（
朱
）
む
つ
ご
と　
　
　

三
四
（
朱
）
お
ち
近

 

　

三
五
（
朱
）
み
る
め　
　
　
　

三
六
（
朱
）
宿
の
こ
ず
へ

 

　

三
七
（
朱
）
月
毛
の
駒　
　
　

四
五
（
朱
）
浮
世
の
夢

 

　

四
六
（
朱
）
盡
せ
ぬ
閨　
　
　

四
七
（
朱
）
秋
の
夜

 

　

五
六
（
朱
）
旅
ご
ろ
も　
　
　

五
七
（
朱
）
三
と
せ
の
別
」
四
四
オ

 

　

六
七
（
朱
）
わ
た
つ
海

 

右
の
通
に
聞
を
認
る
。
假
令
、
迎
舩
の
香
は
一
炷
目
二
炷
目
と
同
香

な
り
と
聞
は
、
宮
ば
し
ら
と
認
る
。
又
二
炷
目
五
炷
目
と
同
香
な
り

と
聞
は
、
草
の
枕
と
認
る
也
。

一　

七
炷
の
内
に
て
、
客
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
地
香
独
聞
二

点
、
二
人
よ
り
一
点
充
也
。
聞
違
て
も
星
は
な
し
。
七
炷
の
内
に
て
、

迎
舩
と
同
香
の
中
り
数
に
よ
つ
て
、
聞
の
下
に
左
の
」
四
四
ウ 

ご
と
く

認
る
べ
し
迎
舩
の
一
炷
は

数
の
外
な
り

。

 

　

一
炷
中
り　

入
道
と
書　
　

二
炷
中
り　

明
石
上
と
書

 

　

三
炷
中
り　

源
氏
と
書　
　

皆
不
中
は　

左
遷
と
書

 

　
　
但
し
客
を
加
て
三
炷
也
。

 

右
の
通
也
。
七
炷
の
内
は
、
迎
舩
の
一
炷
と
結
ざ
る
は
中
り
に
非
ら

す
。

 
又
迎
舩
不
中
し
て
客
香
斗
り
中
た
る
は
、
此
数
に
な
ら
ず
。

 

記
録
認
様
左
に
記
す
一
炷
二
炷
三
炷
と
中
り
の
数
の
定
様
見
合

の
た
め
に
朱
圏
を
加
へ
置
く
。
考
知
べ
し

。」
四
五
オ
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明
石
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
四
五
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
 　

　
　

一　
　
　
　
　

 　

 　

　
　

二　
　
　
　

3 

― 　

＝
6　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　

 　

 　

 　
　
　
　
　
　

7　

　
　

ウ　
　
　
　

3　

地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
を
三
包
ず
つ
と
客
香
一
包
、
計
十
包
を
用
意

す
る
。
試
香
は
な
い
。
本
香
は
、
前
段
と
後
段
に
分
か
れ
る
。
前
段
に
は
、

「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
二
包
ず
つ
六
包
と
客
香
一
包
の
計
七
包
を
用
い

る
。
後
段
で
は
、
残
り
の
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
一
包
ず
つ
計
三
包

の
中
か
ら
、
一
包
を
取
り
出
し
、「
迎
舩
」
と
名
付
け
る
。
余
り
の
二
包
は

用
い
な
い
。

前
段
は
、一
炷
聞
き
と
す
る
。
答
え
方
は
、無
試
十
炷
香
と
同
様
に
、出

香
の
順
に
「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
十
炷
香
札
を
打
つ
。
す
べ
て
打
ち

終
え
た
後
に
、
香
の
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
し
、
こ
こ
で
点
も
記
録

す
る
。
同
香
を
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
な
け
れ
ば
点
に
な
ら
な
い
。
客
香

は
独
り
聞
き
三
点
、
二
人
以
上
は
二
点
、
地
香
は
、
独
り
聞
き
二
点
、
二

人
以
上
は
一
点
で
あ
る
。
聞
き
違
え
て
も
星
は
付
け
な
い
。

次
に
、後
段
に
入
る
。「
迎
舩
」
一
炷
を
焚
く
。
前
段
の
答
え
に
合
わ
せ

て
、
同
香
の
札
を
打
つ
。
も
し
、
こ
れ
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
前
段
の

得
点
が
な
く
な
る
（
大
事
の
一
炷
）。
後
段
の
得
点
は
、
独
り
聞
き
五
点
、

二
人
は
四
点
、
三
人
以
上
は
三
点
で
あ
る
。
聞
き
違
え
は
、
何
人
い
て
も

星
を
三
つ
付
す
。
記
録
に
は
、「
迎
舩
」
と
同
香
が
、
前
段
七
炷
の
う
ち
何

炷
目
に
出
た
か
に
よ
り
、
聞
き
の
名
目
を
朱
で
記
す
。
順
列
組
合
せ
に
よ

り
、
全
部
で
二
十
一
の
名
目
が
あ
る
（
翻
刻
参
照
）。

記
録
に
は
さ
ら
に
、前
段
で
「
迎
舩
」
と
同
香
を
聞
き
当
て
た
数
（「
迎

舩
」
一
炷
は
除
外
。
前
段
の
数
の
み
）
に
よ
り
、
先
の
聞
き
の
名
目
の
下

に
、「
入
道
」（
一
炷
）、「
明
石
上
」（
二
炷
）、「
左
遷
」（
す
べ
て
聞
き
違

え
）
と
記
す
。
ま
た
、「
迎
舩
」
と
同
香
二
炷
に
加
え
、
客
香
一
炷
も
聞
き

当
て
た
場
合
は
、「
源
氏
」
と
記
録
す
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
を
四
包
ず
つ
と
客
香
二
包

を
用
意
し
、
そ
れ
ら
を
均
等
に
二
つ
に
分
け
、「
前
六
種
」「
後
六
種
」
の

前
段
・
後
段
で
用
い
る
。
方
法
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
を
二
包
ず

つ
、
計
六
包
か
ら
一
包
を
除
き
、
客
香
一
包
を
加
え
て
、
全
六
包
の
二
炷

聞
き
で
札
を
打
つ
。
こ
れ
を
前
段
と
後
段
で
二
回
繰
り
返
す
。
聞
き
の
名

目
は
全
部
で
十
二
あ
る
が
、
客
香
が
出
た
場
合
は
、
二
炷
の
う
ち
の
前
後

は
問
わ
ず
、ひ
と
つ
の
名
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
源
氏
」「
明

― 2 ＝ 1
後段

「迎舩」

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
前段
開く

*
*

*
*

*
*

*
*

*

*

*

*

*
1 × 3
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石
上
」「
入
道
」
と
い
う
名
目
は
、
竹
幽
本
で
は
、
記
録
の
最
下
段
に
記
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
幽
本
で
「
大
事
の
一
炷
」
と
さ
れ

る
「
迎
舩
」
は
、
蘭
之
園
本
で
は
聞
き
の
名
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
残
り

の
「
追
風
」「
浦
づ
た
へ
」「
琴
」「
お
か
べ
の
宿
」「
琵
琶
」「
月
毛
の
駒
」

「
只
な
ら
ぬ
身
」「
三
と
せ
の
別
」
は
、
す
べ
て
竹
幽
本
も
同
様
に
用
い
て

い
る
。
竹
幽
本
独
自
の
名
目
は
、「
宮
ば
し
ら
」「
し
ら
ぬ
雲
井
」「
名
残
の

袖
」「
草
の
枕
」「
む
つ
ご
と
」「
お
ち
近
」「
み
る
め
」「
宿
の
こ
ず
へ
」「
浮

世
の
夢
」「
盡
せ
ぬ
閨
」「
秋
の
夜
」「
旅
ご
ろ
も
」「
わ
た
つ
海
」
で
あ
る
。

蘭
之
園
本
が
、
全
六
包
の
二
炷
聞
き
の
繰
り
返
し
で
あ
る
の
に
対
し
、
竹

幽
本
は
、
無
試
十
炷
香
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
前
段
と
後
段
の
構
成
が

全
く
異
な
り
、
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
の
名
目
は
「
迎
舩
」
も
含
め
る
と
、
二
十
六
に
も
及
ぶ
。
そ
の

う
ち
蘭
之
園
本
と
共
通
す
る
の
は
次
の
十
二
で
あ
る
。

迎
舩
・
琴
・
琵
琶
・
追
風
・
浦
つ
た
へ
・
お
か
へ
の
宿
・
只
な
ら
ぬ

身
・
月
毛
の
駒
・
三
と
せ
の
別
・
入
道
・
明
石
上
・
源
氏

こ
の
う
ち
傍
線
を
付
し
た
五
つ
の
名
目
は
、『
源
氏
物
語
』
本
文
に
は
出
て

こ
な
い
。
だ
が
、『
源
氏
小
鏡
』
に
は
、「
只
な
ら
ぬ
身
」
以
外
の
四
つ
の

名
目
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
只
な
ら
ぬ
身
」
も
『
源
氏
小
鏡
』
の
「
こ
の

む
す
め
六
月
の
こ
ろ
よ
り
、た
ゝ
な
ら
す
な
り
た
り
」に
拠
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

蘭
之
園
本
の
名
目
は
前
掲
の
十
二
し
か
な
い
の
で
、
竹
幽
本
は
そ
れ
ら

全
部
を
採
用
し
て
、
さ
ら
に
十
四
も
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
追
加
さ
れ
た

も
の
は
み
な
、『
源
氏
小
鏡
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
十
二
の
名

目
は
『
源
氏
物
語
』
本
文
に
存
し
、残
り
は
「
盡
せ
ぬ
閨
」「
左
遷
」
だ
け

で
あ
る
。
た
だ
し
「
盡
せ
ぬ
閨
」
は
、
次
の
和
歌
の
誤
写
か
誤
読
に
よ
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
ほ
ざ
り
に
頼
め
お
く
め
る
一
こ
と
を
つ
き
せ
ぬ
音ね

に
や
か
け
て
し

の
ば
ん
（
二
六
六
頁
）

第
四
句
「
つ
き
せ
ぬ
ね
に
や
」
を
「
つ
き
せ
ぬ
ね
や
に
」
と
見
誤
れ
ば
、

「
つ
き
せ
ぬ
閨
に
」
と
な
る
。
と
も
あ
れ
竹
幽
本
は
、『
源
氏
物
語
』
か
ら

名
目
に
な
る
言
葉
を
探
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、「
左
遷
」
と
い
う
言

葉
は
、
物
語
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
現
代
の
理
解
で
も
、
源
氏
は
左
遷

で
は
な
く
自
ら
退
去
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
江
戸
時
代
に
流

布
し
た
版
本
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
「
年
立
」（
年
譜
）
を
見
る
と
、須

磨
の
巻
に
「
源
氏
ノ
君
、
左
遷
ノ
定
メ
有
ル
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本

組
香
は
、
こ
の
捉
え
方
に
拠
っ
て
い
る
。

竹
幽
本
の
名
目
を
す
べ
て
用
い
て
、
須
磨
の
巻
の
あ
ら
す
じ
を
記
す
と
、

（
1
）

（
2
）
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以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
名
目
に
は
傍
線
を
付
し
た
。

須
磨
に
左
遷
さ
れ
た
源
氏
は
、
明
石
の
入
道
が
用
意
し
た
迎
え
船
に
乗

り
、
追
風
に
吹
か
れ
て
明
石
に
到
着
し
た
。
入
道
の
娘
で
あ
る
明
石
の
上

は
岡
辺
の
宿
（
二
三
四
頁
）
に
住
み
、
源
氏
は
浜
辺
の
館
に
落
ち
着
い
た
。

源
氏
は
京
都
に
残
し
た
紫
の
上
に
手
紙
を
書
き
、
次
の
和
歌
を
送
っ
た
。

は
る
か
に
も
思
ひ
や
る
か
な
知
ら
ざ
り
し
浦
よ
り
を
ち
に
浦
づ
た
ひ

し
て
（
二
三
六
頁
）

あ
る
と
き
源
氏
が
琴
（
二
四
〇
頁
）
を
弾
く
と
、入
道
は
琵
琶
（
二
四
一

頁
）
を
奏
で
た
。
入
道
は
源
氏
に
娘
の
こ
と
を
話
し
、
源
氏
は
和
歌
で
答

え
た
。旅

衣
う
ら
が
な
し
さ
に
あ
か
し
か
ね
草
の
枕
は
夢
も
む
す
ば
ず

（
二
四
七
頁
）

源
氏
は
明
石
の
上
に
、
次
の
和
歌
を
送
り
求
婚
し
た
。

を
ち
こ
ち
も
知
ら
ぬ
雲
居
に
な
が
め
わ
び
か
す
め
し
宿
の
梢
を
ぞ
と

ふ
（
二
四
八
頁
）

源
氏
は
馬
に
乗
り
、
明
石
の
上
を
訪
れ
る
途
中
、

秋
の
夜
の
つ
き
げ
の
駒
よ
わ
が
恋
ふ
る
雲
居
を
か
け
れ
時
の
ま
も
見

ん
（
二
五
五
頁
）

と
詠
み
、
紫
の
上
を
偲
ん
だ
。
そ
の
あ
と
源
氏
は
明
石
の
上
に
会
い
、
和

歌
を
詠
ん
だ
。

む
つ
ご
と
を
語
り
あ
は
せ
む
人
も
が
な
う
き
世
の
夢
も
な
か
ば
さ
む

や
と
（
二
五
七
頁
）

や
が
て
明
石
の
上
は
懐
妊
し
て
、
た
だ
な
ら
ぬ
身
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

を
源
氏
は
都
に
い
る
紫
の
上
に
知
ら
せ
た
。

し
ほ
し
ほ
と
ま
づ
ぞ
泣
か
る
る
か
り
そ
め
の
み
る
め
は
海あ

ま人
の
す
さ

び
な
れ
ど
も
（
二
五
九
頁
）

源
氏
は
帰
京
す
る
こ
と
に
な
り
、
都
か
ら
持
っ
て
き
た
琴
を
明
石
の
上

に
贈
り
、
明
石
の
上
は
和
歌
で
返
し
た
。

な
ほ
ざ
り
に
頼
め
お
く
め
る
一ひ
と

こ
と
を
つ
き
せ
ぬ
音ね

に
や
か
け
て
し

（
3
）
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の
ば
ん
（
二
六
六
頁
）

源
氏
は
内
裏
に
参
り
、
帝
と
和
歌
を
詠
み
交
わ
し
た
。

わ
た
つ
海
に
し
な
え
う
ら
ぶ
れ
蛭ひ
る

の
子
の
脚あ

し

立
た
ざ
り
し
年
は
へ
に

け
り
（
二
七
四
頁
）

蛭
の
子
は
生
ま
れ
て
三
歳
に
な
っ
て
も
立
て
な
か
っ
た
、
と
い
う
故
事
を

踏
ま
え
て
、源
氏
は
須
磨
・
明
石
に
足
掛
け
三
年
い
た
こ
と
を
詠
ん
だ
。
そ

れ
に
対
し
て
帝
は
、

宮
柱
め
ぐ
り
あ
ひ
け
る
時
し
あ
れ
ば
別
れ
し
春
の
恨
み
残
す
な

（
二
七
四
頁
）

と
い
う
歌
を
詠
み
、
三
と
せ
の
別
れ
を
恨
ま
な
い
よ
う
に
、
と
返
し
た
。

源
氏
が
須
磨
に
い
た
と
き
、
船
で
通
り
過
ぎ
た
女
性
か
ら
和
歌
が
送
ら

れ
、
源
氏
は
次
の
よ
う
に
返
し
た
。

か
へ
り
て
は
か
ご
と
や
せ
ま
し
寄
せ
た
り
し
な
ご
り
に
袖
の
ひ
が
た

か
り
し
を
（
二
七
六
頁
）

名
目
「
な
ご
り
の
袖
」
は
、
こ
の
歌
の
第
四
句
「
な
ご
り
に
袖
」
か
ら
く

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

14　

澪
標
香

【
翻
刻
】

 

　

△
澪
標
香

 

か
ず
な
ら
て
な
に
は
の
こ
と
も
か
ひ
な
き
に

 

　

な
ど
み
を
つ
く
し
思
ひ
そ
め
け
ん

一　

二
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

二
炷
開
の
内
初
の
香
を
住
と
号
、

後
の
香
を
吉
と
号　

、
二
炷
に
て
住
吉
と
い
ふ
。

一　

一
二
三
客
の
香
、
各
三
包
充
、
都
合
十
二
包
を
打
交
、
二
包
」
四
六
オ 

除
け
、
残
十
包
を
二
包
充
焚
出
す
べ
し
地
香
外
に
拵
、
試
有
。

客
香
試
な
し　
　
　
　

。

一　

光
源
氏
方
五
人
、
明
石
上
方
五
人
と
分
つ 

源
氏
方
上
座
也
。

一　

立
物
の
進
は
、
香
二
炷
聞
て
進
む
。
住
吉
と
聞
は
幾
人
に
て
も
一
間

充
進
む
。住
斗
か
吉
斗
か
一
炷
聞
た
る
に
は
進
ま
ず
記
録
に
は
片

中
も
記
す

。
客
香
地

香
の
聞
に
間
数
の
差
別
な
し
。

一　

一
組
五
人
の
内
に
て
三
人
は
は
づ
れ
、
残
二
人
の
内 

一
人
は
住
の
香

聞
、一
人
は
吉
の
香
聞
は
、二
炷
中
り
に
成
り
て
一
間
進
也
。
住
〳
〵

と
か
吉
〳
〵
と
の
」
四
六
ウ 

聞
に
て
は
二
炷
中
り
に
は
成
ら
ず
。
假
令
、

一
組
五
人
の
内
に
て
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一
人
住
吉
中
り　

一
間

 

　
　

一
人
住
吉
中
り　

一
間

 
　
　

一
人
吉
中
り　
　
　
　
　
　

以
上
三
間
の
進
也
。

 

　
　

一
人
吉
中
り ⎞

―
一
間

 

　
　

一
人
住
中
り ⎠

 

　

此
餘
皆
是
に
等
し
。

一　

車
早
く
進
み
て
十
六
間
目
に
至
れ
ば
、
初
の
勝
と
す
。」
四
七
オ  

但
し
、
假

令
十
四
五
間

目
よ
り
置
に
、
十
六
間
目
を
越
て
十
七
間
目
に
至
る
時

も
、
進
越
は
捨
に
し
て
、
是
非
十
六
間
目
に
止
る
べ
し

。
其
所
に
車
を
留
て
、其
後
は
香
中
り
て

も
進
ま
ず
。
舩
の
十
六
間
目
に
来
る
を
待
合
て
、
十
六
間
目
に
舩
来

る
と
短
尺
を
舩
に
渡
し
、
車
を
一
間
進
す
べ
し
。

一　

舩
早
く
十
六
間
目
に
至
ら
ば
、
初
の
勝
と
し
て
車
の
来
る
を
待
合
せ
、

短
冊
を
渡
す
次
第
、
右
に
同
し
舩
も
是
非
十
六
間

目
に
止
る
べ
し

。

一　

車
舩
一
同
に
十
六
間
目
に
至
ら
ば
、
互
に
短
冊
を
取
か
わ
す
」
四
七
ウ 

べ
し
。

一　

双
方
と
も
に
十
六
間
目
に
至
て
、
後
の
勝
負
を
第
一
と
す
る
也
。
是

よ
り
双
方
の
内
、
住
吉
の
鳥
居
の
内
に
早
く
至
る
を
勝
と
し
て
、
鳥

居
に
着
ば
、
香
は
終
ら
ず
と
も
盤
は
納
る
也
。

 

　

初
の
勝
の
人
、
鳥
居
に
早
く
至
れ
ば
勝
に
定
む
る
。

 

　

初
の
負
の
人
、
鳥
居
に
早
く
至
れ
ば
双
方
持
と
成
也
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
し
る
す
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
四
八
オ

 

　
　

澪
標
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
四
八
ウ

 

澪
標
香
立
物
圖

 

　
　
〔
図
〕」
四
九
オ

 

　
　
〔
図
〕」
四
九
ウ

 

同
盤
之
圖

 

　
　

竪
溝
二
筋　

横
界
二
十
一
間

 

　
　
〔
図
〕」
五
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　
　
　

 　

 　

　
　

二　
　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
12 

― 

2
＝
2
×
5

　
　

ウ　
　
　
　

3　

地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
と
客
香
を
三
包
ず
つ
、
計
十
二
包
を
用
意
す

る
（
地
香
は
、こ
れ
と
は
別
に
試
香
と
し
て
各
一
包
が
必
要
で
あ
る
）。
こ

の
十
二
包
か
ら
二
包
を
除
き
、
十
包
と
し
て
、
二
炷
聞
き
で
十
炷
香
札
を

打
つ
盤
物
で
あ
る
。

連
衆
は
、光
源
氏
方
（
上
座
）
と
明
石
上
方
、五
人
ず
つ
に
分
か
れ
、御

所
車
（
光
源
氏
方
）
と
楼
船
（
明
石
上
方
）
を
、
住
吉
の
鳥
居
の
方
向
へ

進
め
て
い
く
。
二
炷
の
う
ち
「
初
の
香
」（
初
め
に
出
た
香
）
を
「
住
」、

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

**

*
*

*
*
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「
後
の
香
」（
後
に
出
た
香
）
を
「
吉
」
と
呼
び
、二
炷
聞
き
当
て
る
と
、一

間
ず
つ
進
む
。
客
香
・
地
香
の
区
別
や
独
り
聞
き
の
優
遇
は
な
く
、
一
人

聞
き
当
て
れ
ば
一
間
進
め
て
い
く
。
記
録
に
は
、当
た
り
だ
け
を
記
し
、聞

き
違
い
は
記
さ
な
い
。「
片
中（
か
た
あ
た
り
。
い
ず
れ
か
片
方
を
聞
き
当

て
る
こ
と
）」
の
場
合
は
、
記
録
に
は
記
す
が
、
車
・
船
を
進
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
光
源
氏
方
、
明
石
上
方
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
身
方
が

「
住
」「
吉
」
い
ず
れ
か
片
方
を
聞
き
当
て
、「
住
」「
吉
」
の
組
合
せ
が
で

き
た
場
合
は
、
ひ
と
り
で
二
炷
聞
き
当
て
た
時
と
同
じ
く
、
一
間
進
む
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、「
住
」「
住
」
あ
る
い
は
「
吉
」「
吉
」
で
は
進
め
な

い
。十

六
間
目
に
早
く
着
い
た
方
を
、「
初
の
勝
」（
初
め
の
勝
負
の
勝
ち
）

と
す
る
。
も
し
、
十
六
間
目
を
越
え
て
進
む
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
あ
っ

て
も
、
十
六
間
目
で
止
ま
る
。
そ
の
後
は
、
相
手
方
が
進
ん
で
く
る
の
を

待
ち
、
香
を
聞
き
当
て
て
も
車
・
船
を
進
め
な
い
。
相
手
方
が
進
ん
で
来

た
ら
、
短
冊
を
渡
し
た
上
で
、
一
間
進
む
。
双
方
同
時
に
十
六
間
目
に
行

き
着
い
た
場
合
は
、
互
い
に
短
冊
を
取
り
交
わ
す
。

十
六
間
目
以
降
は
、住
吉
の
鳥
居
に
早
く
着
い
た
方
を
勝
ち
と
す
る
。い

ず
れ
か
が
鳥
居
に
着
い
た
ら
、
香
は
終
わ
ら
な
く
て
も
盤
上
の
勝
負
を
終

え
る
。「
初
の
負
」（
初
め
の
勝
負
の
負
け
）
の
方
が
早
く
着
い
た
場
合
は
、

「
持
」（
引
き
分
け
）
と
な
る
。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
竹
幽
本
が
、
蘭
之
園

本
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
に
、
竹
幽
本
が
、「
初
の

負
」
が
後
の
勝
負
で
勝
っ
た
場
合
を
「
持
」
と
す
る
と
明
記
し
た
と
こ
ろ

に
差
異
が
見
ら
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

前
項
で
述
べ
た
と
お
り
、
竹
幽
本
は
蘭
之
園
本
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を

も
っ
て
い
る
。
組
香
の
名
目
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
そ
れ
ら
の

名
目
を
竹
幽
本
か
ら
抜
き
出
し
て
み
る
。

住
吉
・
光
源
氏
・
明
石
上
・
車
・
舩
・
短
冊
・
短
尺
・
住
吉
の
鳥
居
・

岸
姫
松
・
難
波
芦
・
御
所
車
・
楼
舩
・
住
吉
鳥
居
・
瑞
籬

右
に
列
挙
し
た
名
目
の
う
ち
、『
源
氏
物
語
』
本
文
に
み
ら
れ
な
い
も
の
に

は
傍
線
を
付
し
た
。
物
語
で
は
源
氏
は
「
御
車
」、明
石
の
君
は
「
舟
」
で

住
吉
に
参
詣
し
た
と
あ
り
、本
組
香
で
は
そ
れ
ら
の
美
称
「
御
所
車
」「
楼

舩
」
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
鳥
居
」
は
こ
の
場
面
を
取
り
上

げ
た
源
氏
物
語
絵
に
は
必
ず
描
か
れ
、
神
社
の
周
り
の
垣
根
を
指
す
「
瑞

籬
」（
瑞
垣
）
も
社
に
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら
に
、「
岸
姫
松
」
は
、「
松
」
な

ら
ば
物
語
に
も
見
い
だ
せ
る
が
、
そ
の
語
句
自
体
は
物
語
に
は
出
て
来
な

い
。
だ
が
、「
岸
姫
松
」
は
、
た
と
え
ば
、「
わ
れ
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ

住
吉
の
岸
の
姫
松
い
く
よ
経
ぬ
ら
ん
」（
伊
勢
物
語
・
百
十
七
段
）
に
も
見

ら
れ
る
歌
語
で
あ
り
、「
住
吉
」
と
い
う
土
地
と
関
わ
り
の
深
い
景
物
で
あ

*
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る
。
同
様
に
「
難
波
芦
」
も
、
物
語
に
は
出
て
来
な
い
け
れ
ど
も
、「
津
の

国
の
難
波
の
芦
の
め
も
は
る
に
し
げ
き
わ
が
恋
人
知
る
ら
め
や
」（
古
今

集
・
巻
十
二
・
恋
歌
二
・
六
〇
四
・
紀
貫
之
）
な
ど
に
詠
ま
れ
た
、「
住
吉
」

の
あ
る
摂
津
国
の
難
波
の
景
物
と
し
て
名
高
い
。
こ
れ
ら
の
名
目
は
、
物

語
に
は
直
接
描
か
れ
な
い
が
、
源
氏
絵
や
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
「
住
吉
」

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
採
り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
澪
標
香
立
物
図
」
に
記
さ
れ
た
「
光
源
氏
方
歌
」（
三
〇
六
頁
）

と
「
明
石
上
方
歌
」（
三
〇
七
頁
）
は
二
人
の
贈
答
歌
で
、後
者
は
巻
名
歌

で
も
あ
る
。
光
源
氏
が
明
石
の
君
に
送
っ
た
「
光
源
氏
方
歌
」
は
、
物
語

本
文
で
は
「
畳
紙
」（
三
〇
六
頁
）
に
書
か
れ
た
が
、
蘭
之
園
本
・
竹
幽
本

と
も
に
「
短
冊
」（「
短
尺
」）
に
な
っ
て
い
る
。
盤
物
と
し
て
、便
宜
上
変

更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

15　

蓬
生
香

【
翻
刻
】

 

　

△
蓬
生
香

 

た
つ
ね
て
も
わ
れ
こ
そ
と
は
め
道
も
な
く

 

　

ふ
か
き
蓬
の
も
と
の
心
を

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

蓬
の
香
三
包
、
葎
の
香
三
包
、
露
の
香
五
包
、
都
合
十
一
包
出
香
と

し
、
皆
焚
終
り
て
後
に
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

蓬
の
香
、
葎
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
露
の
香
は
客
故
」
五
〇
ウ 

試
な
し
。

一　

露
の
香
、
陽
数 

一
三
五　

七
九
十
一 

に
出
た
る
を
聞
中
る
を
第
一
と
す
。

一　

札
の
打
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

蓬
に　

一
ノ
札　
　
　

葎
に　

二
ノ
札

 

　

露
に　
ウ
ノ
札　

三
枚

三
ノ
札　

二
枚 

と
打
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
独
聞
の
差
別
な
く
、
露
の
香
五
包
の
内
に
て
陽
数
一
と

三
と
に
出
る
を
聞
は
、
三
の
方
二
点
に
て
、
都
合
」
五
一
オ 

三
点
也
。

又
、一
と
五
に
出
る
を
聞
は
、五
の
方
二
点
に
て
、都
合
三
点
也
。
又
、

一
三
五
と
三
炷
中
れ
ば
、
皆
二
点
充
に
し
て
六
点
に
成
也
。
四
炷
五

炷
中
り
、
皆
二
点
充
に
成
る
べ
し
。
又
、
陰イ
ン

数
二
四
と
聞
は
一
点
充
、

陰
数
の
中
り
は
皆
一
点
充
也
。
又
、
一
と
二
、
或
は
四
五
と
陰
陽
交

て
聞
時
は
、
是
も
皆
一
点
充
、
蓬
葎
は
独
聞
の
差
別
な
く
何
人
に
て

も
一
点
充
也
。

 

認
様
左
の
ご
と
し
。」
五
一
ウ

 

　
　

蓬
生
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
五
二
オ
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

蓬　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

葎　
　
　
　

3 コ　
　
　
　

11　
　
　

　
　

露　
　
　
　

５ 　

 　

 　

地
香
「
蓬
」「
葎
」
三
包
ず
つ
と
客
香
「
露
」
五
包
（
す
べ
て
同
香
）
の

計
十
一
包
を
用
意
す
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
地
香
の
み
試
香
を
行
う
。
一

炷
聞
き
で
、答
え
は
十
炷
香
札
を
打
つ
。「
蓬
」
に
「
一
」、「
葎
」
に
「
二
」

を
あ
て
、「
露
」
五
包
に
は
「
ウ
」
三
枚
と
「
三
」
二
枚
を
割
り
当
て
る
。

十
一
包
す
べ
て
を
焚
き
終
わ
っ
た
後
、
香
の
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露

す
る
。

記
録
点
は
、
独
り
聞
き
の
加
算
は
な
い
。
地
香
「
蓬
」「
葎
」
は
一
点
。

「
露
」
は
、
全
五
包
が
何
炷
目
に
出
た
か
に
よ
り
、
点
数
が
異
な
る
。
す
な

わ
ち
、
陰
数
回
（
二
・
四
・
六
・
八
・
十
炷
目
）
に
出
た
場
合
は
、
地
香
と
同

じ
く
一
点
ず
つ
で
あ
り
、
陽
数
回
（
三
・
五
・
七
・
九
・
十
一
炷
目
）
に
出
た

場
合
で
も
、
聞
き
当
て
た
の
が
一
つ
の
み
だ
と
一
点
だ
が
、
陽
数
回
の
香

を
二
つ
聞
き
当
て
る
と
、
後
者
の
香
を
二
点
と
し
て
計
三
点
、
三
つ
以
上

聞
き
当
て
る
と
各
二
点
と
な
る
。「
香
之
記
」
の
最
下
段
に
は
、す
べ
て
聞

き
当
て
た
場
合
は
「
皆
」、
そ
の
他
は
点
数
を
記
す
。

蘭
之
園
本
は
、
地
香
を
「
蓬
」「
葎
」
三
包
ず
つ
用
意
し
、
他
に
試
香
を

出
す
と
い
う
点
で
は
、
竹
幽
本
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
客
香
「
露
」
が

一
包
の
み
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
香
六
包
か
ら
一
包
を

除
き
、そ
の
一
包
を
「
初
香
」（
初
め
て
に
焚
く
香
）
と
し
て
「
露
払
」
と

名
付
け
て
一
炷
聞
き
に
し
、
さ
ら
に
、
残
り
五
包
の
地
香
に
客
香
一
包
を

加
え
た
六
包
を
二
炷
聞
き
に
し
て
、「
香
之
記
」
に
聞
き
の
名
目
（「
よ
も

ぎ
ふ
」「
道
も
な
く
」「
む
ぐ
ら
ふ
」「
あ
れ
た
る
宿
」「
む
ち
」「
露
」
の
六

つ
）
を
記
す
と
い
う
方
法
も
、
竹
幽
本
と
一
線
を
画
す
。
竹
幽
本
が
、
こ

れ
ら
の
名
目
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、「
蓬
」「
葎
」「
露
」
と
い
っ
た
香
の

名
称
と
の
重
複
を
避
け
た
も
の
か
。
竹
幽
本
に
は
、「
露
」
の
香
が
五
包
と

比
較
的
多
く
、
出
香
の
順
序
の
陰
数
・
陽
数
に
よ
っ
て
点
数
を
定
め
る
と

い
っ
た
「
露
」
に
焦
点
を
絞
っ
た
組
香
の
作
り
替
え
の
跡
が
窺
え
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
が
用
い
た
『
源
氏
物
語
』
関
連
の
語
は
、わ
ず
か
に
「
蓬
」「
葎
」

「
露
」
だ
け
で
あ
る
が
、末
摘
花
邸
の
イ
メ
ー
ジ
を
端
的
に
表
す
語
の
み
を

シ
ン
プ
ル
に
選
ん
だ
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

明
石
か
ら
帰
京
し
た
光
源
氏
は
、末
摘
花
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
が
、蓬

生
巻
に
お
い
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
家
の
そ
ば
を
通
り
か
か
り
、
訪
れ
る
こ

と
に
す
る
。
末
摘
花
邸
の
あ
り
さ
ま
は
、「
し
げ
き
蓬
は
軒
を
あ
ら
そ
ひ
て

生
ひ
の
ぼ
る
。
葎
は
西
東
の
御
門
を
閉
ぢ
籠
め
た
る
」（
三
二
九
頁
）
と
い

う
状
態
で
あ
っ
た
。
源
氏
が
訪
問
し
た
時
に
は
、
惟
光
の
「
さ
ら
に
え
分

け
さ
せ
た
ま
ふ
ま
じ
き
蓬
の
露
け
さ
に
な
む
は
べ
る
。
露
す
こ
し
払
は
せ

て
な
む
入
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
」（
三
四
八
頁
）
と
い
う
言
葉
か
ら
も
知
ら
れ

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*

*
*

*

*

*

*

*
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る
よ
う
に
、
た
い
そ
う
露
が
置
い
て
い
た
。
そ
れ
を
家
来
が
馬
の
鞭
で
払

い
な
が
ら
源
氏
を
通
し
た
。
そ
の
と
き
源
氏
が
詠
ん
だ
和
歌
が
、
巻
名
歌

（
三
四
八
頁
）
で
あ
る
。
竹
幽
本
が
、本
香
十
一
包
の
う
ち
五
包
を
「
露
の

香
」
と
す
る
の
は
、「
蓬
」「
葎
」
の
繁
る
荒
れ
た
邸
の
イ
メ
ー
ジ
の
上
に
、

そ
の
露
深
さ
を
強
調
し
た
も
の
か
。

な
お
、
蘭
之
園
本
は
「
よ
も
ぎ
ふ
」「
む
ぐ
ら
ふ
」
と
「
露
」
の
ほ
か
、

「
道
も
な
く
」「
あ
れ
た
る
宿
」「
む
ち
」
が
加
わ
る
。
こ
の
う
ち
物
語
に
見

ら
れ
な
い
も
の
は
「
む
ぐ
ら
ふ
」
と
「
あ
れ
た
る
宿
」
で
あ
る
。

「
む
ぐ
ら
ふ
」
は
、古
く
は
『
万
葉
集
』
に
「
い
か
な
ら
む
時
に
か
妹
を

む
ぐ
ら
ふ
の
汚
な
き
や
ど
に
入
れ
い
ま
せ
て
む
」（
巻
四
・
七
五
九
）
と
詠

ま
れ
て
お
り
、
物
語
中
に
見
え
る
「
葎
」
か
ら
、「
蓬
生
」
に
対
応
す
る
言

葉
と
し
て
「
葎
生
」
と
い
う
語
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、「
あ
れ
た
る
宿
」
は
『
源
氏
小
鏡
』
に
見
い
だ
せ
る
。
物
語
中
で

は
「
荒
れ
た
る
家
」（
三
四
四
頁
）
と
あ
る
が
、
本
組
香
で
は
、「
を
み
な

へ
し
う
し
ろ
め
た
く
も
見
ゆ
る
か
な
あ
れ
た
る
や
ど
に
ひ
と
り
た
て
れ

ば
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
三
七
・
兼
覧
王
・
も
の
へ
ま
か
り
け
る
に
、
人

の
家
に
を
み
な
へ
し
う
ゑ
た
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
）
を
は
じ
め
、
和
歌

に
も
詠
ま
れ
る
洗
練
さ
れ
た
歌
語
を
採
用
し
て
い
る
。

16　

関
屋
香

【
翻
刻
】

 

　

△
関
屋
香

 

あ
ふ
さ
か
の
せ
き
や
い
か
な
る
せ
き
な
れ
は

 

　

し
げ
き
な
け
き
の
中
を
わ
く
ら
ん

一　

一
炷
開
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

組
合
聞
也 

二
人
充
四
組

二
人　

聞
頭

。

一　

一
二
三
客
香
、
各
三
包
、
都
合
十
二
包
打
交
、
内
二
包
除
け
」
五
二
ウ 

残
十
包
出
香
と
す 

地
香
外
に

拵
へ
試
有

。

一　

源
氏
君
方
五
人
、
伊
豫
介
方
五
人
と
分
つ 

源
氏
君
方
上
座
た
る
べ
し
。

双
方
に
聞
頭
あ
り　
　
　
　

。

一　
源
氏
人
形　

伊
豫
介
人
形 

は
聞
頭
の
持
也
。
舎
人
と
仕
丁
は
人
形
一
つ
に
二
人
充
組
合

す
べ
し
。

一　

人
形
進
は
、
独
聞
の
差
別
な
く
、
地
香
一
間
、
客
香
二
間
充
進
べ
し
。

馬
上
の
人
形
は
聞
の
一
倍
増
に
て
一
炷
聞
は
二
間
充
進
也 

舎
人
仕
丁
の
内
に

て
は
一
組
両
人
と

も
に
地
香
中
は

二
間
客
香
中
は

」
五
三
オ 

四
間
進
む
と

心
得
べ
し

。

一　

一
方
、舎
人
人
形
二
つ
と
も
に
十
間
目
に
一
同
に
至
る
と
、関
に
さ
ゝ

へ
ら
れ
て
一
香
よ
ど
む
也
。
其
時
、
馬
上
の
人
形
行
越
て
二
間
隔
ば
、

跡
へ
戻
し
て
一
間
隔
る
よ
ふ
に
す
べ
し
。
若
又
、舎
人
二
つ
の
内
、一

つ
に
て
も
関
を
越
ば
、
よ
ど
み
な
し
。
都
て
馬
上
の
人
形
は
よ
ど
み

な
し
。
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一　

馬
上
も
舎
人
と
互
に
助
け
合
て
行
べ
し
。
假
令
」
五
三
ウ

 

　
　

舎
人　
一
人
中

一
人
外　

一
間

 
　
　

馬
上　

中 　

一
間　
二
間
進
筈
な
れ
と
も
舎
人
に

助
を
付
た
る
故
一
間
な
り　

 

　
　

舎
人　
一
人
外

一
人
外　

一
間　
馬
上
よ
り
助
ら

れ
一
間
進
な
り

 

　
　

舎
人　
一
人
中

一
人
中　

二
間

 

　
　

馬
上　

外 　

一
間　
舎
人
よ
り
助
ら
れ

一
間
進
む
也　
　

 

　
　

舎
人　
一
人
中

一
人
中　

一
間　
二
間
進
筈
な
れ
と
も
馬
上
に

助
を
付
た
る
故
一
間
な
り　

 

凡
右
の
こ
と
し
。
馬
上
と
舎
人
と
の
間
、
一
間
お
く
れ
は
く
る
し
」

五
四
オ 

か
ら
ず
。
二
間
違
ふ
と
互
に
助
を
付
て
進
む
べ
し
。

一　

馬
上
の
人
形
、
十
一
間
目
の
関
に
至
る
と
、
門
の
柱
に
短
冊
を
か
く

る
也 

源
氏
方
金
、

伊
豫
介
方
銀

。
是
を
初
の
勝
と
す
。
お
く
れ
た
る
馬
上
の
人
形
も

十
一
間
目
に
至
れ
ば
、
短
尺
を
か
く
る
べ
し
。

一　

双
方
、
馬
上
の
人
形
、
五
間
お
く
れ
る
と
、
負
し
方
、
下
馬
し
て
追

付
ま
て
馬
に
乗
る
事
な
し
。

一　

双
方
、
馬
上
人
形
の
内
、
早
く
橋
に
着
た
る
を
勝
と
し
て
、
香
は
」

五
四
ウ 

終
ら
ず
と
も
盤
は
納
る
也
。
双
方
共
に
舎
人
の
方
斗
橋
に
着
た

る
は
、
勝
負
極
ら
ず
。
馬
上
人
形
の
着
を
専
に
す
べ
し
。
盤
終
り
て

負
た
る
方
の
人
形
は
、
そ
の
所
に
下
馬
す
る
べ
し
。

一　

一
方
、
三
つ
の
人
形
、
関
を
越
て
、
馬
上
人
形
、
五
間
目
に
至
ら
は
、

傘
の
袋
を
の
け
て
、
日
傘
を
さ
し
か
け
る
也
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。
認
様
左
の
こ
と
し
。」
五
五
オ

 

　
　

関
屋
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
五
五
ウ

 

　
　
〔
表
〕」
五
六
オ

 

関
屋
香
立
物
圖

 

　
　
〔
図
〕」
五
六
ウ

 

　
　
〔
図
〕」
五
七
オ

 

同
盤
之
圖　

竪
溝
六
筋　

横
界
二
十
間

 

　
　
〔
図
〕」
五
七
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　
　
　

 　

 　

　
　

二　
　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
12 

― 

2
＝
10

　
　

ウ　
　
　
　

3　

地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
と
客
香
を
三
包
ず
つ
、
計
十
二
包
を
用
意
し
、

二
包
を
除
き
、
残
り
十
包
を
本
香
に
用
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
地

香
の
み
試
香
を
行
う
。
十
包
の
香
を
一
炷
開
き
で
聞
く
。
答
え
に
は
十
炷

香
札
を
用
い
る
。
香
之
記
に
は
、
聞
き
当
て
た
分
の
み
を
記
す
。

連
衆
を
源
氏
方
（
上
座
）
五
人
と
伊
予
介
方
五
人
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

「
聞
頭
」（
き
き
が
し
ら
。
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
）
一
名
を
設
け
る
。
源
氏

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*

*
*

*

*
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方
の
「
聞
頭
」
は
、
源
氏
人
形
を
持
ち
、
残
り
の
四
名
は
、
舎
人
人
形
二

体
（
太
刀
持
・
傘
持
）
に
二
名
ず
つ
付
く
。
同
様
に
、
伊
予
介
方
の
「
聞

頭
」
は
、
伊
予
介
人
形
を
持
ち
、
残
り
の
四
名
は
、
仕
丁
人
形
二
体
（
こ

の
う
ち
傘
持
一
体
）に
二
名
ず
つ
付
く
。
源
氏
人
形
と
伊
予
介
人
形
は
、源

氏
・
伊
予
介
が
馬
に
乗
っ
た
姿
で
あ
り
、
こ
れ
に
舎
人
・
仕
丁
の
人
形
が

徒
歩
で
供
奉
す
る
体
裁
で
あ
る
。

「
聞
頭
」
以
外
は
、
地
香
を
聞
き
当
て
れ
ば
一
間
、
客
香
だ
と
二
間
進
む

が
、「
聞
頭
」
は
、
そ
の
二
倍
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
舎
人
・
仕
丁
の
人
形

に
は
、
一
体
に
二
名
ず
つ
付
い
て
い
る
が
、
聞
き
当
て
た
点
数
の
合
計
分
、

人
形
を
進
め
て
い
く
。

舎
人
（
仕
丁
）
人
形
が
、
二
体
と
も
十
間
目
（
関
の
手
前
）
に
止
ま
っ

た
場
合
は
、
関
に
遮
ら
れ
た
と
見
て
、
香
を
聞
く
の
を
一
回
休
む
。
こ
の

時
、
馬
上
人
形
（
聞
頭
）
が
二
間
先
に
進
ん
で
い
た
場
合
は
、
舎
人
（
仕

丁
）
人
形
と
一
間
隔
て
た
場
所
に
戻
る
。
舎
人
（
仕
丁
）
人
形
二
体
の
う

ち
、
ど
ち
ら
か
が
先
に
関
を
越
え
た
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
馬
上
人
形
と
舎
人
（
仕
丁
）
人
形
と
は
、
二
間
以
上
隔

た
ら
な
い
よ
う
に
、
助
け
合
っ
て
進
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
聞
頭
」
が
聞
き
当
て
、舎
人
人
形
に
付
く
四
名
の
う
ち
一
名
し
か
聞
き
当

て
な
か
っ
た
場
合
は
、
馬
上
人
形
は
二
間
進
め
る
は
ず
だ
が
、
一
間
の
み

進
み
、
残
り
の
一
間
分
は
、
二
名
と
も
に
聞
き
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
舎
人

人
形
一
体
を
一
間
進
め
る
の
に
充
て
る
。
も
う
一
方
の
舎
人
人
形
は
、
一

名
が
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、
人
形
三
体
が
み
な
一
間
ず
つ
進
む
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、「
聞
頭
」
が
聞
き
違
え
、
舎
人
人
形
に
付
く
四
名
が
み
な
聞

き
当
て
た
場
合
は
、
舎
人
人
形
二
体
が
二
間
進
め
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
う

ち
一
間
分
を
馬
上
人
形
が
進
む
分
に
充
て
、
馬
上
人
形
と
舎
人
人
形
一
体

は
一
間
ず
つ
、
も
う
一
体
の
舎
人
人
形
は
二
間
進
む
。

馬
上
人
形
は
、
十
一
間
目
の
関
に
達
し
た
ら
、
門
の
柱
に
、
源
氏
方
は

金
、伊
予
介
方
は
銀
の
短
冊
を
掛
け
る
（
初
の
勝
）。
遅
れ
て
来
た
方
も
同

様
で
あ
る
。

三
体
の
人
形
が
関
を
越
え
、
馬
上
人
形
が
、
さ
ら
に
五
間
目
に
到
達
し

た
ら
、
傘
持
は
傘
袋
か
ら
日
傘
を
取
り
出
し
、
差
し
掛
け
る
。

源
氏
方
と
伊
予
介
方
で
競
い
な
が
ら
、
馬
上
人
形
が
相
手
方
よ
り
五
間

遅
れ
た
場
合
は
、
負
け
た
方
の
馬
上
人
形
は
馬
か
ら
下
り
、
追
い
つ
く
ま

で
馬
に
乗
れ
な
い
。

馬
上
人
形
が
、
早
く
橋
に
着
い
た
方
が
勝
ち
で
あ
る
。
香
が
終
わ
ら
な

く
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
盤
の
勝
負
を
終
え
る
。
舎
人
・
仕
丁
人
形
だ
け

が
橋
に
着
い
て
も
、勝
負
は
決
ま
ら
な
い
。
負
け
た
方
の
馬
上
人
形
は
、そ

の
場
で
馬
か
ら
下
り
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、
盤
物
と
盤
を
用
い
な
い
も
の
と
の
、
二
種
類
の
「
関

屋
香
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
竹
幽
本
は
、
こ
の
盤
物
に
近
い
。
十
包
の

一
炷
開
き
と
い
う
点
や
、
源
氏
方
・
伊
予
介
方
に
分
け
る
点
、
さ
ら
に
、
人

形
の
構
成
や
進
め
方
な
ど
、
組
香
の
方
法
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い

*
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る
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。と
く
に
人
形
の
進
め
方
の
具
体
例
は
、ま
っ

た
く
同
じ
事
例
を
採
り
上
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
蘭
之
園
本
で

は
、
馬
上
人
形
二
体
を
い
ず
れ
も
「
香
大
将
の
持
」
と
す
る
が
、
竹
幽
本

は
、
そ
の
名
の
代
わ
り
に
「
聞
頭
」
と
記
す
。
こ
の
語
は
香
道
の
専
門
用

語
と
し
て
も
珍
し
い
。
ま
た
、
供
奉
す
る
人
形
は
、
蘭
之
園
本
で
は
、
源

氏
方
・
伊
予
介
方
と
も
に
「
舎
人
」
で
あ
る
が
、
竹
幽
本
は
、
源
氏
方
を

「
舎
人
」、
伊
予
介
方
を
「
仕
丁
」
と
区
別
す
る
。
も
っ
と
も
組
香
の
説
明

が
進
む
に
つ
れ
、「
仕
丁
」
を
も
「
舎
人
」
と
す
る
書
か
れ
方
に
な
っ
て
は

い
る
が
、「
伊
予
介
」
に
「
舎
人
」
が
供
奉
す
る
の
は
不
自
然
だ
と
い
っ
た

判
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
竹
幽
本
に
見
ら
れ
る
、
馬
上
人

形
が
下
馬
す
る
と
い
う
趣
向
も
、
蘭
之
園
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

物
語
は
、
都
か
ら
石
山
寺
に
詣
で
る
光
源
氏
の
一
行
と
、
帰
京
す
る
伊

予
介
の
一
族
と
が
、
逢
坂
の
関
で
す
れ
違
う
場
面
で
あ
る
。
だ
が
、「
舎

人
」
や
「
仕
丁
」
の
語
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
山
城
の
「
白
川
橋
」
も
近

江
の
「
瀬
田
橋
」
も
出
て
こ
な
い
。
実
際
の
石
山
詣
の
行
程
を
組
香
に
盛

り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

逢
坂
の
関
で
源
氏
は
、伊
予
介
の
妻
で
あ
る
空
蝉
に
和
歌
を
送
る
が
、そ

の
返
歌
が
巻
名
歌
（
三
六
三
頁
）
で
あ
る
。
物
語
で
は
何
に
記
し
た
か
ま

で
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
盤
物
で
は
「
短
冊
」
を
交
わ
す
。「
短
冊
」
は
、

先
の
澪
標
香
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
蘭
之
園
本
で
は
関
屋
香
・
蓬
生
香
の
順
に
組
香
が
配
置
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
竹
幽
本
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
蘭
之
園
本
は
、『
源
氏
小

鏡
』
と
同
じ
順
序
で
あ
り
、
武
居
雅
子
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
源
氏

小
鏡
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、竹
幽
本
は
、た
と
え
ば

江
戸
時
代
に
流
布
し
た
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
と
同
じ
で
あ
る
点
に
留
意

さ
れ
る
。

17　

絵
合
香

【
翻
刻
】

 

　

△
繪
合
香

 

う
き
め
見
し
そ
の
お
り
よ
り
も
け
ふ
は
又

 

　

過
に
し
方
に
か
へ
る
な
み
だ
か

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

梅
壷
方
五
人
、
弘
徽
殿
方
五
人
と
分
つ 

梅
壷
方
上
座
也
。　
　

双
方
聞
頭
を
立
る
べ
し

。

一　

一
二
三
客
の
香
、
各
三
包
、
都
合
十
二
包
の
内
、
二
包
除
け
、
残
」

五
八
オ 

十
包
出
香
と
す 

地
香
外
に
拵
、

試
に
出
す　
　

。

一　

人
形
進
は
、独
聞
差
別
な
く
、地
香
一
間
、客
香
二
間
充
進
む
也
。
両

聞
頭
の
内
、
二
炷
充
の
續
聞
有
れ
は
、
向
の
繪
を
一
枚
取
る
也
。
双

方
持
の
時
は
、
繪
の
沙
汰
な
し 

二
炷
續
く
毎
に
繪
一
枚
充
取
る
故
に
、
四
炷
續

は
繪
二
枚
六
炷
續
は
繪
三
枚
と
る
と
心
得
へ
し

。
又
聞
頭
の

内
に
て
三
炷
續
て
聞
違
た
ら
ば
相
手
の
聞
数
に
構
は
ず
、
繪
を
一
枚

（
4
）
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向
ふ
に
渡
す
べ
し 

相
手
の
あ
た
り　
　
　

中
ら
ざ
る
に
構
な
し

。
女
官
八
人
は
、
三
炷
充
の
續
聞
の

時
斗
、
相
手
の
絵
を
一
枚
取
る
也
。」
五
八
ウ 

聞
違
に
繪
を
渡
す
事
な

し
。
是
も
双
方
持
の
時
は
構
な
し
。

一　

双
方
十
人
共
に
地
香
の
独
聞
に
は
、
相
手
の
繪
一
枚
取
る
。
客
香
独

聞
の
時
は
二
枚
取
る
也
。

一　

聞
頭
の
人
形
、
十
間
目
の
翠
簾
の
際
に
至
れ
は
、
翠
簾
を
其
方
に
向

て
、
巻
あ
ぐ
る
べ
し
。
是
に
て
勝
と
す
。
し
か
れ
と
も
繪
の
取
り
残

り
あ
ら
ば
、
勝
負
は
付
ず
。
十
枚
の
繪
を
不
残
取
盡
せ
ば
」
五
九
オ 

香

は
終
ら
ず
と
も
、
盤
の
勝
負
は
終
る
也
。
十
間
目
迄
に
至
る
方
よ
り

お
く
れ
た
る
方
、
繪
を
多
く
取
て
、
取
盡
た
ら
は
、
双
方
持
と
成
べ

し
。
又
官
女
人
形
は
、
十
間
目
に
至
り
て
も
、
聞
頭
の
勝
負
付
ざ
る

内
は
、
勝
負
付
べ
か
ら
す
。
又
聞
頭
の
勝
負
付
ば
、
官
女
の
方
は
繪

を
取
盡
さ
ず
と
も
、
盤
は
納
る
べ
し
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
認
る
也
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
五
九
ウ

 

　
　

繪
合
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
六
〇
オ

 

繪
合
香
立
物
圖

 

　
　
〔
図
〕」
六
〇
ウ

 

　
　
〔
図
〕」
六
一
オ

 

同
盤
之
圖　

竪
溝
五
筋　

横
界
二
十
間

 

　
　
〔
図
〕」
六
一
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　
　
　

 　

 　

　
　

二　
　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
12 

― 

2
＝
10

　
　

ウ　
　
　
　

3　

地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
と
客
香
を
三
包
ず
つ
、
計
十
二
包
を
用
意
し
、

二
包
を
除
き
、
残
り
十
包
を
本
香
に
用
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
地

香
の
み
試
香
を
行
う
。
十
包
の
香
を
一
炷
開
き
で
聞
く
。
答
え
に
は
十
炷

香
札
を
用
い
る
。『
香
之
記
』
に
は
、
聞
き
当
て
た
分
の
み
を
記
す
。

連
衆
を
梅
壺
方
（
上
座
）
五
人
と
弘
徽
殿
方
五
人
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

「
聞
頭
」
一
名
を
設
け
る
。「
聞
頭
」
は
梅
壺
女
御
人
形
・
弘
徽
殿
女
御
人

形
を
持
ち
、
そ
の
他
の
連
衆
は
、
女
官
人
形
に
一
人
一
体
ず
つ
付
く
。
人

形
は
、
盤
の
中
央
に
立
て
ら
れ
た
翠
簾
に
向
か
っ
て
、
盤
の
端
か
ら
向
か

い
合
っ
て
進
む
よ
う
に
配
置
す
る
。
ま
た
、
絵
（
色
紙
）
十
枚
を
、
そ
れ

ぞ
れ
「
聞
頭
」
の
人
形
の
前
に
置
い
て
お
く
。
人
形
を
進
め
る
際
に
は
、独

り
聞
き
の
区
別
な
く
、
地
香
は
一
間
、
客
香
は
二
間
進
む
。

「
聞
頭
」
の
「
続
聞
」（
つ
づ
け
ぎ
き
。
二
炷
以
上
続
け
て
聞
き
当
て
る

こ
と
）
は
、相
手
方
の
絵
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
炷
続
け
ば
一
枚
、四

炷
続
け
ば
二
枚
、
六
炷
続
け
ば
三
枚
と
い
う
要
領
で
あ
る
。「
聞
頭
」
の

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*

*
*

*

*
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「
続
聞
」
が
、
双
方
で
同
じ
よ
う
に
起
こ
っ
た
場
合
は
、
引
き
分
け
と
い
う

こ
と
で
、
絵
の
や
り
と
り
は
な
い
。
ま
た
、「
聞
頭
」
が
三
炷
続
け
て
聞
き

違
え
た
時
は
、
相
手
の
聞
き
当
て
た
数
に
関
わ
り
な
く
、
絵
を
相
手
方
に

一
枚
渡
す
。

女
官
人
形
は
、
三
炷
の
「
続
聞
」
の
場
合
の
み
、
相
手
方
の
絵
を
一
枚

取
る
こ
と
が
で
き
る
。聞
き
違
え
で
相
手
方
に
絵
を
渡
す
こ
と
は
な
い
。女

官
人
形
の
場
合
も
、
双
方
引
き
分
け
の
時
は
、
絵
の
や
り
と
り
は
な
い
。

な
お
、
地
香
の
独
り
聞
き
は
、「
聞
頭
」
か
そ
の
他
の
連
衆
か
に
関
わ
ら

ず
、
相
手
方
の
絵
を
一
枚
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
客
香
の
独
り
聞
き
で
は

二
枚
取
る
。

「
聞
頭
」
の
人
形
が
十
間
目
の
翠
簾
の
前
ま
で
来
た
ら
、翠
簾
を
そ
の
人

形
の
方
に
向
け
て
巻
き
上
げ
る
。
こ
の
時
、
相
手
方
の
十
枚
の
絵
を
す
べ

て
取
っ
て
い
れ
ば
、
香
は
終
わ
っ
て
い
な
く
て
も
勝
ち
と
な
り
、
盤
の
勝

負
は
終
了
と
な
る
。
だ
が
も
し
、相
手
方
の
絵
の
取
り
残
し
が
あ
れ
ば
、ま

だ
勝
負
は
決
ま
ら
な
い
。
ま
た
、「
聞
頭
」
の
人
形
が
十
間
目
に
至
ら
な
く

て
も
、
相
手
方
か
ら
絵
を
多
く
取
っ
て
い
た
場
合
は
、「
持
」（
引
き
分
け
）

で
あ
る
。
官
女
人
形
は
、
た
と
え
十
間
目
に
進
ん
で
も
、「
聞
頭
」
の
勝
負

が
決
ま
っ
て
い
な
い
時
は
、勝
負
を
継
続
す
る
。「
聞
頭
」
の
勝
負
が
決
ま

れ
ば
、
官
女
人
形
が
相
手
方
の
絵
を
す
べ
て
取
っ
て
い
な
く
て
も
、
盤
の

勝
負
を
終
え
る
。

蘭
之
園
本
は
、
以
上
の
竹
幽
本
の
方
法
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
組
香
の

方
法
と
し
て
は
、
竹
幽
本
は
蘭
之
園
本
を
踏
襲
し
て
い
る
。
だ
が
、
竹
幽

本
の
「
聞
頭
」
を
、
蘭
之
園
本
で
は
「
香
大
将
」
と
す
る
と
い
う
対
立
は
、

先
の
「
関
屋
香
」
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
「
絵
合
香
」
で
も
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
絵
に
つ
い
て
、
蘭
之
園
本
は
「
絵
の
大
サ
寸
法
あ
り
。
う

ら
は
の
こ
ら
ず
金
ぱ
く
（
箔
）。」
と
す
る
の
に
対
し
、竹
幽
本
は
、絵
（
色

紙
）
の
寸
法
を
「
幅
一
寸
八
分
、
竪
三
寸
二
分
」
と
定
め
、
裏
は
梅
壺
方

は
金
、
弘
徽
殿
方
は
銀
に
分
け
る
な
ど
、
指
示
の
具
体
化
や
微
細
な
工
夫

の
跡
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
蘭
之
園
本
の
記
録
点
は
、
独
り
聞
き
や
地
香
・

客
香
の
区
別
を
し
て
お
り
、
独
り
聞
き
や
客
香
の
二
人
聞
き
で
も
、
相
手

方
か
ら
絵
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
竹
幽
本
に
お
い
て

は
と
く
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

政
界
に
復
帰
し
た
光
源
氏
は
、
自
ら
の
権
力
を
固
め
る
た
め
、
二
十
三

歳
の
養
女
を
梅
壺
女
御
と
し
て
入
内
さ
せ
た
。
十
三
歳
に
な
っ
た
冷
泉
帝

に
は
、す
で
に
一
歳
年
上
の
弘
徽
殿
女
御
が
お
り
、相
思
相
愛
の
仲
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
絵
を
好
む
帝
の
寵
愛
は
次
第
に
、
絵
を
描
く
の
が
上

手
な
梅
壺
女
御
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
弘
徽
殿
女
御
の
父
親
は
、
優

れ
た
絵
を
次
々
と
制
作
さ
せ
て
、
帝
の
気
を
引
こ
う
と
し
た
。
源
氏
も
対

抗
し
て
、
秘
蔵
し
て
い
た
多
く
の
絵
巻
物
を
取
り
出
し
、
紫
の
上
と
一
緒

に
選
ん
だ
。
そ
の
中
に
は
、源
氏
が
須
磨
・
明
石
で
描
い
た
絵
日
記
も
入
っ

て
い
た
。
そ
れ
を
久
し
ぶ
り
に
見
た
源
氏
が
詠
ん
だ
和
歌
が
、
巻
名
歌
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（
三
七
八
頁
）
で
あ
る
。

二
人
の
女
御
が
一
点
ず
つ
絵
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
房
た
ち
が
批
評

し
て
優
劣
を
競
う
絵
合
が
開
か
れ
、
国
母
で
あ
る
藤
壺
も
臨
席
し
た
。
蘭

之
園
本
で
は
、
藤
壺
と
梅
壺
の
人
形
が
登
場
し
て
勝
負
す
る
。
し
か
し
竹

幽
本
で
は
物
語
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
梅
壺
と
弘
徽
殿
の
人
形
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

梅
壺
方
の
色
紙
に
は
、
須
磨
の
里
と
明
石
の
浦
が
描
か
れ
、
そ
れ
は
源

氏
が
用
意
し
た
絵
日
記
を
表
わ
す
。
一
方
、
弘
徽
殿
方
（
蘭
之
園
本
で
は

藤
壺
方
）
の
色
紙
絵
は
、
吉
野
山
の
桜
と
竜
田
川
の
紅
葉
で
、
い
ず
れ
も

和
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
、
春
秋
の
自
然
美
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
。

18　

松
風
香

【
翻
刻
】

 

　

△
松
風
香

 

身
を
か
へ
て
ひ
と
り
か
へ
れ
る
山
里
に

 

　

聞
し
に
似
た
る
枩
風
ぞ
吹

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

上
の
句
の
香
三
包
、下
の
句
の
香
四
包 

一
包
充
別
香

を
包
む
べ
し

、
都
合
七
包
打
交
、
其

内
二
包
取
除
け
、
残
五
包
出
香
と
し
て
皆
焚
終
て
後
に
包
紙
を
開
く

べ
し
。」
六
二
オ

一　

上
の
句
の
香
、
外
に
拵
へ
、
試
に
出
す
。
下
の
句
の
香
は
試
な
し
。

一　

連
中
は
聞
に
隨
ひ
、
上
の
句
と
か
下
の
句
と
か
認
て
出
す
を
、
記
録

に
て
哥
を
書
く
也
。

一　

記
録
認
様

 

　

御
製　

源
氏
君　

明
石
上　

頭
中
将　

右
大
辨

 

右
の
名
を
此
順
に
始
よ
り
香
本
に
認
置
て
聞
に
」
六
二
ウ 

隨
ひ
、
其
詠

哥
の
上
下
の
句
を
五
文
字
充
認
む
る
。
假
令
は
、
初
炷
な
ら
は
、
上

の
句
と
聞
ば
、
月
の
す
む
と
書
、
下
の
句
と
聞
ば
、
桂
の
影
と
書
く
。

五
炷
と
も
に
是
に
準
知
る
べ
し
。

 

　
　
　
　

詠
哥

 

　
　
冷
泉
院
御
製

 

　
　

  

月
の
す
む
河
の
を
ち
な
る
里
な
れ
は　

桂
の
か
け
は
の
と
け
か

る
ら
ん
」
六
三
オ

 

　
　
源
氏
君

 

　
　

  

契
り
し
に
か
わ
ら
ぬ
琴
の
し
ら
へ
に
て　

た
へ
ぬ
心
の
程
を
し

り
き
や

 

　
　
明
石
上

 

　
　

  

か
わ
ら
し
と
契
り
し
事
を
頼
に
て　

松
の
ひ
ゞ
き
に
ね
を
そ
へ

し
か
な

 

　
　
頭
中
将

 
　
　

  

浮
雲
に
し
ば
し
ま
が
ひ
し
月
影
の　

す
み
は
つ
る
よ
ぞ
の
ど
け

か
る
べ
き
」
六
三
ウ
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右
大
弁

 

　
　

  

雲
の
上
の
す
み
か
を
捨
て
夜
半
の
月　

い
づ
れ
の
谷
に
影
か
く

し
け
ん

 

　

此
五
首
の
上
下
の
句
を
取
て
認
る
べ
し
。

一　

点
は
独
聞
五
点
、
二
人
三
点
、
三
人
二
点
、
四
人
よ
り
一
点
充
也
。

 

認
様
左
に
記
す
。」
六
四
オ

 

　
　

松
風
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
六
四
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

上
の
句　
　

3 コ　
　
　
　

 　

 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7 

― 

2
＝
5　
　
　
　

　
　

下
の
句　
　

4　
　
　
　
　
　

 　

 　
　
　

別
香
4
つ

「
上
の
句
」
の
香
を
同
香
で
三
包
、「
下
の
句
」
の
香
を
別
香
で
四
包
、計

七
包
を
用
意
し
、二
包
を
除
き
、残
り
五
包
を
本
香
に
用
い
る
。
ま
た
、こ

れ
と
は
別
に
「
上
の
句
」
の
香
の
み
試
香
を
行
う
。
連
衆
は
、
五
包
の
香

に
つ
い
て
、「
上
の
句
」
の
香
か
「
下
の
句
」
の
香
か
を
聞
き
当
て
る
。
答

え
は
名
乗
紙
に
、
五
炷
を
順
に
「
上
」
あ
る
い
は
「
下
」
と
記
す
。

五
包
の
香
に
は
、
出
香
の
順
に
一
炷
目
「
御
製
」、
二
炷
目
「
源
氏
君
」、

三
炷
目
「
明
石
上
」、
四
炷
目
「
頭
中
将
」、
五
炷
目
「
右
大
辨
」
と
い
う

場
の
名
目
が
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
、「
香
之
記
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登

場
人
物
の
和
歌
（
翻
刻
参
照
）
か
ら
、「
上
の
句
」
の
香
な
ら
ば
初
句
を
、

「
下
の
句
」
の
香
な
ら
ば
第
四
句
を
引
用
す
る
。

記
録
点
は
、
独
り
聞
き
五
点
、
二
人
は
三
点
、
三
人
は
二
点
、
四
人
か

ら
一
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
独
り
聞
き
の
点
数
が
高
い
の
は
、
組
香
の

中
で
も
稀
で
あ
る
。「
香
之
記
」
の
最
下
段
に
は
、
す
べ
て
正
答
す
れ
ば

「
皆
」、
そ
れ
以
外
は
得
点
を
記
す
。

蘭
之
園
本
は
、「
山
の
松
風
」「
川
の
松
風
」「
古
郷
の
松
風
」
を
三
包
ず

つ
、
計
九
包
を
用
意
し
、
他
に
「
古
郷
の
松
風
」
の
み
試
香
を
行
う
。
一

炷
聞
き
で
、
無
試
十
炷
香
の
要
領
で
「
山
」
と
「
川
」
は
出
香
の
順
に
札

を
打
つ
。
竹
幽
本
は
、
組
香
の
構
成
自
体
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
聞
き

の
名
目
に
初
句
と
第
四
句
し
か
用
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
冷
泉
院
他
の

和
歌
を
五
句
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

光
源
氏
が
明
石
か
ら
帰
京
し
た
後
、明
石
の
君
は
女
子
を
出
産
し
た
。源

氏
は
そ
の
子
を
后
に
す
る
た
め
、
都
に
引
き
取
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
明

石
の
君
は
母
方
の
祖
先
が
大
堰
川
の
ほ
と
り
に
持
っ
て
い
た
山
荘
に
、
娘

と
母
を
伴
い
移
り
住
ん
だ
。
明
石
の
君
の
母
尼
が
久
々
に
訪
ね
た
我
が
家

を
見
て
詠
ん
だ
の
が
、
巻
名
歌
（
四
〇
八
頁
）
で
あ
る
。

そ
し
て
源
氏
も
ま
た
、
こ
の
山
荘
を
訪
れ
、
明
石
の
君
と
三
年
ぶ
り
に

再
会
し
、
ま
た
娘
と
初
め
て
対
面
し
た
。
そ
の
と
き
詠
み
交
わ
し
た
の
が
、

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*

*
**

*

*

*
*
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「
源
氏
君
」
と
「
明
石
上
」
の
和
歌
（
四
一
四
頁
）
で
あ
る
。

そ
の
翌
日
、
源
氏
は
嵯
峨
野
に
鷹
狩
り
に
来
て
い
た
宮
廷
人
を
、
桂
の

院
に
招
き
も
て
な
し
た
。
そ
の
と
き
人
々
が
詠
ん
だ
歌
が
、「
頭
中
将
」
と

「
右
大
弁
」
の
詠
作
（
四
二
〇
・
四
二
一
頁
）
で
あ
る
。
冷
泉
帝
か
ら
も
「
冷

泉
院
御
製
」
の
和
歌
（
四
一
九
頁
）
が
、
桂
に
い
る
源
氏
の
も
と
に
送
ら

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
竹
幽
本
は
、
物
語
で
は
二
つ
の
場
面
に
お
い
て
詠
ま
れ
た

五
首
の
歌
を
、
場
面
ご
と
に
で
は
な
く
、
詠
者
の
身
分
順
、
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
上
、
重
要
な
人
物
の
順
に
、「
詠
歌
」
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）『
源
氏
小
鏡
』
の
本
文
は
、岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
小
学
館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
り
、

そ
の
ペ
ー
ジ
数
を
末
尾
の
（　

）
内
に
付
け
た
。
な
お
、
本
文
に
は
適
宜
、

読
み
や
す
い
よ
う
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。

（
3
）
第
四
句
「
雲
居
を
か
け
れ
」
は
、
竹
幽
本
で
は
「
雲
井
に
か
け
れ
」
で
、

「
を
」
と
「
に
」
の
助
詞
が
異
な
る
。『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
で
は
、

青
表
紙
本
系
統
の
肖
柏
本
だ
け
が
「
に
」
で
あ
る
。
近
世
に
流
布
し
た
版

本
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
も
「
に
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
幽
本
も
恐
ら

く
そ
こ
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

（
4
）
武
居
雅
子
氏
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科

学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
5
）
竹
幽
本
の
結
句
「
程
を
し
り
き
や
」
の
「
程
を
」
は
、『
源
氏
物
語
大
成

　

校
異
篇
』
に
よ
る
と
青
表
紙
本
は
「
ほ
と
は
」、
河
内
本
は
「
ほ
と
を
」

と
対
立
す
る
。『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
は
「
ほ
と
を
」
で
あ
る
の
で
、竹
幽

本
は
そ
れ
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
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【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
四
十
二
丁
裏
）

（
四
十
三
丁
表
）

（
四
十
三
丁
裏
）
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（
四
十
四
丁
表
）

（
四
十
四
丁
裏
）

（
四
十
五
丁
表
）

（
四
十
五
丁
裏
）
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（
四
十
六
丁
表
）

（
四
十
六
丁
裏
）

（
四
十
七
丁
表
）

（
四
十
七
丁
裏
）



23 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（四）

（
四
十
八
丁
表
）

（
四
十
八
丁
裏
）

（
四
十
九
丁
表
）

（
四
十
九
丁
裏
）
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（
五
十
丁
表
）

（
五
十
丁
裏
）

（
五
十
一
丁
表
）

（
五
十
一
丁
裏
）



25 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（四）

（
五
十
二
丁
表
）

（
五
十
二
丁
裏
）

（
五
十
三
丁
表
）

（
五
十
三
丁
裏
）
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（
五
十
四
丁
表
）

（
五
十
四
丁
裏
）

（
五
十
五
丁
表
）

（
五
十
五
丁
裏
）



27 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（四）

（
五
十
六
丁
表
）

（
五
十
六
丁
裏
）

（
五
十
七
丁
表
）

（
五
十
七
丁
裏
）



 社会科学　第 44 巻  第 2号 28

（
五
十
八
丁
表
）

（
五
十
八
丁
裏
）

（
五
十
九
丁
表
）

（
五
十
九
丁
裏
）



29 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（四）

（
六
十
丁
表
）

（
六
十
丁
裏
）

（
六
十
一
丁
表
）

（
六
十
一
丁
裏
）
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（
六
十
二
丁
表
）

（
六
十
二
丁
裏
）

（
六
十
三
丁
表
）

（
六
十
三
丁
裏
）



31 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（四）

（
六
十
四
丁
表
）

（
六
十
四
丁
裏
）




